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◆健康課 p042－438－4037 当日…申し込み不要・当日、直接会場へ。　※転入などの方は事前にご連絡ください。

はがき記入例
【あて先】
〒202－8555 市役所健康課
「各担当」宛て
※返信用には、住所・氏名を
記入

健 康 ひ ろ ば

一　般

「ファミリー学級」申し込み
参加希望コース
① 夫婦の氏名（ふりがな）
生年月日
②住所
③日中連絡のつく電話番号
④出産予定日・病院名
⑤ 病院などの母親学級受
講（予定）の有無
⑥パパの参加予定日

B 往復はがき
「男性の基本料理」
申し込み
① 住所
②氏名
③生年月日（年齢）
④電話番号

A 往復はがき

a・b12月17日㈪、１月7日㈪・21
日㈪
受付：午前9時～10時／
保谷保健福祉総合センター
d個別に通知(1歳3カ月までの方でご
希望の方はお問い合わせください)

１歳児お誕生相談会

a・b12月18日㈫、１月8日㈫・22
日㈫
受付：午前9時～10時／
保谷保健福祉総合センター
d個別に通知（2歳6カ月までの方でご
希望の方はお問い合わせください）

２歳児すくすく相談会

a・b12月19日㈬、１月16日㈬・
30日㈬
受付：午後0時10分～1時10分／
保谷保健福祉総合センター
d個別に通知（4歳未満までの方
でご希望の方はお問い合わせくだ
さい）

３歳児健康診査

a・b12月20日㈭、１月10日㈭・24日㈭・
31日㈭
受付：午後１時30分～2時30分／
保谷保健福祉総合センター３階
※３～４カ月児健康診査と同日に接種される方
は、健康診査を先に受診してください。
d生後6カ月になる前日まで

BCG予防接種
（3～4カ月児健診と同時実施）

a・b１月28日㈪午前9時30分～11
時／
田無総合福祉センター
d乳幼児と保護者

育児相談
（身体計測と育児に関する相談）

当日

a・b１月28日㈪／
田無総合福祉センター
1回目：午前10時～10時40分
2回目：午前10時50分～11時30分
d・e7～8カ月のお子さんとその保護
者／各回先着15組

子育て講座
（離乳食と歯が生えてくる頃の話）

当日

a・b12月20日㈭、１月10日㈭・24日㈭・
31日㈭
受付：午後0時10分～１時10分／
保谷保健福祉総合センター２階
d個別に通知

3～4カ月児健康診査
（BCG予防接種と同時実施）

子　ど　も

事業名 日時╱場所 対象╱定員 申込方法など

◆健康課 p042－438－4037

男性の基本料理教室
２月７日㈭・14日㈭・21日㈭
午前10時～午後１時／
田無総合福祉センター

料理未経験者の男性・３日間参加できる方／
20人（抽選）

往復はがき（記入例A参照）またはEメール
m seijin-hoken＠city.nishitokyo.lg.jp
申込期限：1月4日㈮（消印有効）

糖尿病講座
【保健師、管理栄養士による基礎知識・食事の話】

１月18日㈮午前10時～11時30分／
保谷保健福祉総合センター

糖尿病もしくは境界域で食事療法をこれから
始める方および家族／10人（申込順） １月17日㈭までに電話予約

栄養相談
【管理栄養士による相談】

１月16日㈬午前９時～正午／
田無総合福祉センター

市内在住の方／各日5人（申込順）
１月11日㈮までに電話予約

１月21日㈪午後１時～４時／
保谷保健福祉総合センター １月18日㈮までに電話予約

ファミリー学級2日間コース
～初めて父親・母親になる方のための教室～
【妊娠中の生活と健康、赤ちゃんのいる生活、
父親の役割・育児参加方法など】

第14コース　２月１日㈮・16日㈯
午前9時30分～午後0時30分／
保谷保健福祉総合センター

初めて父親・母親になる市内在住の方
※妊婦のみの参加も可／各28組（申込多数の
場合は抽選）
◇対象出産予定日のめやす
第14コース：５月12日～６月21日　
第15コース：６月２日～７月12日

往復はがき（記入例B参照）またはEメール
m fami-boshi＠city.nishitokyo.lg.jp
申込期間（消印有効）
第14コース：12月15日㈯～25日㈫
第15コース：１月５日㈯～15日㈫

第15コース　２月22日㈮・３月９日㈯
午前9時30分～午後0時30分／
保谷保健福祉総合センター

健 康 ガ イ ド

リハビリ相談
a月・水曜日午後３時～４時（週２回）
b保谷保健福祉総合センター
cリハビリ方法や福祉用具・住宅改修
などについての理学療法士による相談
dリハビリに関する相談を希望する
方およびその関係者
i前日までに、電話で下記へ。
◆健康課o（p042－438－4037）

健康づくり・リハビリ教室
a月・水曜日（週２回）、６カ月間
b保谷保健福祉総合センター
c体の機能の維持向上に必要な訓練、
腰痛や膝の痛みを緩和・予防するため
の訓練など

d脳血管疾患や整形外科疾患により
体の機能が低下している40～64歳で、
改善に向け意欲がある方
※医療保険や介護保険などほかのサー
ビスの対象とならない方
※申し込み方法など、詳しくはお問い
合わせください。

※参加に当たっては主治医の意見書が
必要になります。
◆健康課o
（p042－438－4037）

がん検診が間もなく終了
　受診券をお持ちの方は、期間内に忘
れずに受診してください。
◇大腸がん検診および前立腺がん検診
検診期間：１月31日㈭まで

◇子宮がん検診（無料クーポン券の子
宮頸がん検診も含む）
検診期間：２月28日㈭まで

◇乳がん検診（無料クーポン券の乳が
ん検診も含む）
検診期間：３月30日㈯まで（乳がん検診
は全て予約制です）
　検診終了間際は大変混雑するため、
ご希望の医療機関で受診できなくなる
場合があります。早めに予約・受診し
てください。
◆健康課o
（p042－438－4021）

母と子の健康相談室
（小児救急相談）

平日午後5時～10時
土・日曜日、祝日、年末年始
午前9時～午後5時
東京都
p03－5285－8898
または＃8000

ノロウイルス等による
感染性胃腸炎にご注意ください

【予防ポイント】

 休日診療の
◀◀◀ ご案内は１面を
 ご覧ください

❖暖房器具による火災を防ぐための
ポイント
◇エアゾール缶などをストーブ・ファンヒー
ターのそばに置かないようにしましょう。
◇給油は必ず火を消し、消火を確認し
てから行いましょう。
◇カートリッジタンクの場合は、給油
後、燃料キャップが確実に閉まってい

ることを確認して取り付けましょう。
◇寝返りなどで布団がストーブなどに
接触し出火するのを防ぐために、寝る
ときは必ず火を消しましょう。
◇カーテンのそばや洗濯物を干す場所
では、ストーブの使用をやめましょう。
j西東京消防署（p042－421－0119）
◆危機管理室o（p042－438－4010）

　例年、冬季は暖房器具に起因する火災が多発しています。最近５年間の主な暖
房器具別の火災発生状況をみると、820件のうち石油ストーブ・石油ファンヒー
ターから発生した火災は180件で、死者13人、負傷者147人となっています。
　原因として、「エアゾール缶の破裂などにより漏れたガスに引火した」「石油ス
トーブなどを使用中に給油した」「布団や衣類などの可燃物が接触した」「洗濯物な
どの可燃物が落下した」などが挙げられます。

①最も大切なのが手洗いをきちんと行うこ
とです。特に排便後、また調理や食事の前に
はせっけんと流水で十分に手を洗いましょう。
②便や吐物を処理するときは､ 使い捨て手
袋、マスク、エプロンを着用し、処理後は
せっけんと流水で十分に手を洗いましょう。
◆健康課o（p042－438－4037）

石油ストーブなどの取り扱いにご注意を！
例年 冬

石石石


